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は
じ
め
に

大
阪
は
昔
か
ら
民
間
の
力
で
発
展
し
て
き
た

街
で
あ
る
。
交
通
網
に
関
し
て
も
民
営
鉄
道
会

社
が
大
阪
・
関
西
地
域
の
素
晴
ら
し
い
交
通
網

を
つ
く
っ
て
き
た
と
言
え
る
。
大
阪
・
関
西
で

は
電
鉄
会
社
が
沿
線
を
つ
く
り
、
沿
線
の
発
展

に
貢
献
し
、
住
宅
、
プ
ロ
野
球
球
団
、
百
貨

店
、
遊
園
地
を
つ
く
っ
て
き
た
。

中
で
も
、
阪
神
電
鉄
は
素
晴
ら
し
い
個
性
を

持
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
電
鉄
会
社
で
あ
る
。
多
く

の
電
鉄
会
社
が
先
に
述
べ
た
よ
う
な
多
く
の
事

業
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、
阪
神
電
鉄
は
、
短

い
総
営
業
キ
ロ
数
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の

事
業
で
他
の
電
鉄
会
社
を
上
回
る
成
果
を
上
げ

て
い
る
。

「
阪
神
」
と
聞
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、

「
阪
神
電
鉄
」
よ
り
も
ま
ず
「
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
」
を
思
い
浮
か
べ
る
。
そ
れ
ほ
ど
「
阪
神
電

鉄
」
は
「
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
」
と
切
っ
て
も
切

れ
な
い
関
係
に
あ
る
。

昔
、
日
本
の
い
く
つ
か
の
電
鉄
会
社
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
球
団
を
経
営
し
て
い
た
。
プ
ロ
野
球

の
オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ン
で
あ
れ
ば
、
国
鉄
ス
ワ

ロ
ー
ズ
、
西
鉄
ラ
イ
オ
ン
ズ
、
阪
急
ブ
レ
ー
ブ

ス
、
近
鉄
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
、
南
海
ホ
ー
ク
ス

な
ど
の
球
団
を
電
鉄
会
社
が
保
有
し
て
い
た
こ

と
を
記
憶
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
し
か
し
、
現

在
は
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
と
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

２
球
団
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
多
く
の
電
鉄

会
社
が
経
営
し
て
い
た
プ
ロ
野
球
球
団
の
経
営

が
赤
字
と
な
り
、
そ
の
親
会
社
で
あ
る
電
鉄
会

社
が
赤
字
経
営
の
球
団
を
手
放
し
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

し
か
し
、
阪
神
電
鉄
は
日
本
の
電
鉄
会
社
と

し
て
は
、
プ
ロ
野
球
史
上
初
め
て
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
所
有
す
る
球
団
を
成
功
に
導
き
、
も
の

の
見
事
に
「
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
」
を
関
西
の
有

名
ブ
ラ
ン
ド
に
育
て
上
げ
た
。
そ
し
て
、
今
で

は
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
フ
ァ
ン
は
地
元
の
関
西

地
域
の
み
な
ら
ず
日
本
全
国
に
広
が
っ
て
い

る
。そ

れ
で
は
、
阪
神
電
鉄
の
特
徴
は
「
阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
」
だ
け
か
と
言
う
と
、
と
ん
で
も
な

い
、
他
に
も
多
く
の
特
筆
す
べ
き
特
徴
が
あ

る
。
そ
れ
ら
を
活
か
し
て
阪
神
電
鉄
は
沿
線
価

値
の
向
上
と
地
域
経
済
の
発
展
に
貢
献
し
て
き

て
い
る
。

阪
神
電
鉄
の
基
本
理
念

阪
神
電
鉄
は
、
１
８
９
９
（
明
治
32
）
年
に

摂
津
電
気
鉄
道
株
式
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
同
年
阪
神
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
改
称
、

１
９
０
５
（
明
治
38
）
年
に
神
戸
の
三
宮
と
大

阪
の
出
入
橋
の
間
で
営
業
を
開
始
し
た
。
こ
れ

は
、
日
本
初
の
イ
ン
タ
ー
ア
ー
バ
ン
（
都
市
間

電
気
鉄
道
）
で
あ
っ
た
。
現
在
は
、
梅
田
駅
と

元
町
駅
と
の
間
の
阪
神
本
線
を
中
心
に
阪
神
な

ん
ば
線
、
武
庫
川
線
、
神
戸
高
速
線
な
ど
を
有

し
て
い
る
関
西
の
主
要
鉄
道
会
社
で
あ
る
。

経
営
理
念
は
、「『
安
心
・
快
適
』、
そ
し
て

『
夢
・
感
動
』
を
お
届
け
す
る
こ
と
で
、
お
客

様
の
喜
び
を
実
現
し
、
社
会
に
貢
献
し
ま
す
」

で
あ
る
。
そ
し
て
、
鉄
道
事
業
を
中
心
と
し
た

都
市
交
通
事
業
を
安
定
的
に
経
営
し
て
い
く
と
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と
も
に
、
不
動
産
事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ジ
ャ
ー
事
業
、
情
報
通
信
事
業
、
そ
の
他
の
各

事
業
に
わ
た
り
、
互
い
の
相
乗
効
果
を
図
り
つ

つ
、
そ
の
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
企
業
価
値
の
向
上
と
健
全
か
つ
持
続
的
な

発
展
を
目
指
す
こ
と
を
経
営
の
基
本
方
針
と
し

て
い
る
。

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
経
済
発
展
の
理
論

経
済
学
の
巨
人
で
あ
る
ジ
ョ
セ
フ
・
Ａ
・
シ
ュ

ン
ペ
ー
タ
ー
は
、
彼
が
29
歳
の
時
に
出
版
し
た

著
書
『
経
済
発
展
の
理
論
』（
１
９
１
２
年
）

で
、
経
済
は
な
に
も
し
な
い
で
放
置
す
る
と
、

停
滞
状
態
に
陥
る
と
考
え
、
経
済
が
発
展
す
る

た
め
に
は
五
つ
の
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」（
新
結

合
・
革
新
）
が
必
要
で
あ
る
と
提
唱
し
た
。

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
、
こ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
実
行
者
を
企
業
者
「
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
彼
の
主
張

は
経
済
全
体
の
み
な
ら
ず
、
各
企
業
に
も
適
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
五
つ
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
、
現
代
で
は
次
の
よ
う
に
読
み
替
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
新
商
品
や

　
　

 

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

（
２
）�

合
理
化
を
図
っ
た
新
生
産
方
法
の
導
入

（
3
）
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
獲
得

（
4
）
新
し
い
資
源
の
活
用

（
5
）
新
組
織
の
構
築

こ
の
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
理
論
を
阪
神
電
鉄

の
発
展
に
適
用
し
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

１ 

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
経
済

も
企
業
も
発
展
す
る
た
め
に
は
、（
１
）
の
消

費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
新
商
品
や
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
が
不
可
欠
で
あ
る
。
阪
神
電

鉄
は
、
こ
の
新
商
品
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、

販
売
に
他
社
が
追
随
で
き
な
い
よ
う
な
努
力
を

行
っ
て
き
て
い
る
。

ま
ず
、
阪
神
電
鉄
が
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
を
関

西
有
数
の
ブ
ラ
ン
ド
に
育
て
上
げ
る
こ
と
に
成

功
し
た
こ
と
を
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
他
の

電
鉄
会
社
が
プ
ロ
野
球
球
団
の
所
有
を
諦
め
た

り
、
ま
た
所
有
し
て
い
る
球
団
が
経
営
不
振
に

陥
っ
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、
阪
神
甲
子
園
球

場
と
い
う
財
産
を
活
か
し
て
、
阪
神
電
鉄
は
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
を
関
西
一
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど

の
ブ
ラ
ン
ド
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の

結
果
、
阪
神
電
鉄
は
大
勢
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

フ
ァ
ン
を
阪
神
甲
子
園
球
場
に
運
び
、
阪
神
百

貨
店
で
タ
イ
ガ
ー
ス
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
て
い
る
。

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
は
、
２
０
０
３
年
の
リ
ー

グ
優
勝
ま
で
は
関
西
地
域
の
ロ
ー
カ
ル
な
人
気

チ
ー
ム
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
全
国
区
の
人
気

チ
ー
ム
は
巨
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
03
年
に

阪
神
が
優
勝
す
る
と
「
阪
神
フ
ィ
ー
バ
ー
」
が

全
国
を
席
巻
し
た
。
そ
の
結
果
、
プ
ロ
野
球

フ
ァ
ン
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
と
、
阪
神

タ
イ
ガ
ー
ス
の
フ
ァ
ン
の
数
は
、
巨
人
を
上
回

る
よ
う
に
な
っ
た
。
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
阪
神

甲
子
園
球
場
を
中
心
と
し
た
主
催
ゲ
ー
ム
の
観

客
動
員
数
は
、
03
年
以
後
、
何
度
も
３
０
０
万

人
を
超
え
る
と
い
う
日
本
で
唯
一
の
球
団
と

な
っ
た
。

阪神芦屋駅から六甲山を望む
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阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
は
、
観
客
動
員
数
の
み
な

ら
ず
、
関
西
地
域
全
体
に
大
き
な
プ
ラ
ス
の
経

済
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
右
表
か
ら
分
か
る
よ

う
に
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
03
年
の
優
勝
の
経

済
効
果
１
４
８
１
・
３
億
円
は
空
前
絶
後
の
金

額
で
あ
る
。
他
の
球
団
の
優
勝
の
経
済
効
果
が

２
０
０
～
４
２
０
億
円
前
後
で
あ
る
こ
と
を
見

れ
ば
、
い
か
に
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
地
元
に
対

す
る
経
済
効
果
が
大
き
い
か
、
よ
く
理
解
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
阪
神
電
鉄
は
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
を
関
西
有
数
の
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
く
り
上
げ
て

き
た
と
言
え
る
。
こ
れ
は
電
鉄
会
社
に
と
っ

て
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
主
張
す
る
（
1
）
プ

ロ
野
球
と
い
う
新
商
品
の
開
発
、（
３
）
阪
神

タ
イ
ガ
ー
ス
フ
ァ
ン
と
い
う
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
獲
得
、（
４
）
プ
ロ
野
球
と
い
う
資
源
の

利
用
と
い
う
要
素
を
満
た
し
て
い
る
。

２ 

高
校
野
球
の
春
・
夏
の
大
会

阪
神
電
鉄
は
、
阪
神
甲
子
園
球
場
と
い
う
財

産
を
使
っ
て
、
春
・
夏
の
高
校
野
球
の
大
会
を

開
催
し
て
、
高
校
野
球
の
人
気
を
高
め
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
そ
し
て
、
阪
神
甲
子
園
球
場
を

「
高
校
野
球
の
聖
地
」
に
ま
で
高
め
た
。
こ
の

高
校
野
球
の
大
会
か
ら
、
昔
は
王
貞
治
選
手
、

江
川
卓
選
手
、
清
原
和
博
選
手
、
松
坂
大
輔
選

手
、
近
年
で
は
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有
選
手
、
斎
藤

佑
樹
選
手
、
藤
浪
晋
太
郎
選
手
な
ど
多
く
の
有

名
選
手
を
プ
ロ
野
球
に
送
り
込
み
、
プ
ロ
野
球

の
人
気
を
高
め
、
そ
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
こ

れ
は
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
主
張
す
る
（
１
）

高
校
野
球
と
い
う
新
商
品
の
開
発
、（
３
）
高

校
野
球
フ
ァ
ン
と
い
う
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

獲
得
、（
４
）
高
校
野
球
と
い
う
新
し
い
資
源

の
利
用
と
い
う
要
素
を
満
た
し
て
い
る
。

３ 

梅
田
の
都
市
開
発

阪
神
電
鉄
は
、
大
阪
の
玄
関
口
で
あ
る
阪
神

梅
田
駅
周
辺
の
大
開
発
を
行
っ
た
。
１
９
９
３

年
阪
神
本
線
野
田

－

梅
田
間
の
地
下
化
、
97
年

ハ
ー
ビ
ス
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
の
完
成
、
99
年
ラ
グ
ザ

大
阪
の
完
成
、
２
０
０
４
年
ハ
ー
ビ
ス
Ｅ
Ｎ
Ｔ

の
完
成
に
よ
り
、
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン

大
阪
、
大
阪
四
季
劇
場
な
ど
と
い
っ
た
施
設
が

西
梅
田
に
誕
生
し
た
。
こ
れ
ら
は
阪
神
電
鉄
が

「
単
な
る
土
地
や
ビ
ル
の
経
営
と
活
用
」
か
ら

「
街
の
経
営
、
活
用
」
に
転
換
し
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
シ
ュ
ン
ペ
ー

タ
ー
の
主
張
す
る
（
１
）
街
と
い
う
新
商
品
の

開
発
、（
３
）
街
に
住
む
、
ま
た
働
く
人
々
と

い
う
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
獲
得
を
意
味
し
て

い
る
。

４ 

阪
神
な
ん
ば
線
の
開
業

阪
神
電
鉄
は
、
こ
れ
ま
で
甲
子
園
線
、
尼
崎

海
岸
線
、
武
庫
川
線
の
一
部
な
ど
の
不
採
算
路

線
を
廃
止
し
て
き
た
が
、
２
０
０
９
年
に
は
阪

神
な
ん
ば
線
を
開
業
し
、
近
畿
日
本
鉄
道
と
相

互
直
通
運
転
を
開
始
し
た
。
こ
の
線
の
開
業
に

よ
り
、
神
戸

－

奈
良
間
を
乗
り
換
え
な
し
で
移

動
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、
人
々
の
利
便

性
は
大
い
に
高
ま
り
、
乗
客
が
急
増
し
た
。
ま

た
、
こ
の
阪
神
な
ん
ば
線
の
開
通
に
よ
り
、
関

西
大
手
民
鉄
５
社
の
中
で
は
唯
一
他
の
４
社
の

駅
へ
、
Ｊ
Ｒ
や
地
下
鉄
を
介
さ
ず
に
直
接
乗
り

換
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
さ
ら
に
、
単
に

神
戸

－

奈
良
の
間
の
乗
客
の
増
加
を
も
た
ら
し

た
だ
け
で
は
な
く
、
神
戸
周
辺
の
大
学
が
奈
良

県
か
ら
大
勢
の
学
生
を
獲
得
す
る
と
い
う
予
想

外
の
効
果
も
引
き
起
こ
し
た
。
こ
の
阪
神
な
ん

ば
線
の
開
業
は
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
理
論
の

（
１
）
阪
神
な
ん
ば
線
と
い
う
新
商
品
の
開
発
、

（
２
）
廃
線
と
新
線
の
開
業
と
い
う
合
理
的
経

営
、（
３
）
阪
神
な
ん
ば
線
の
乗
客
と
い
う
新

し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
獲
得
と
い
う
要
素
を
満
た

し
て
い
る
。

５ 
阪
神
百
貨
店
の
デ
パ
地
下

鉄
道
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
直
結
し
た
百
貨
店
と

し
て
は
、
小
林
一
三
氏
が
つ
く
っ
た
阪
急
百
貨

店
が
有
名
で
あ
る
が
、
阪
神
百
貨
店
が
老
舗
の

阪
急
百
貨
店
に
勝
っ
て
い
る
の
は
、
地
下
の
食

品
売
り
場
で
あ
る
。
阪
神
百
貨
店
の
デ
パ
地
下

の
賑
わ
い
は
日
本
一
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど
で

あ
る
。
品
数
の
多
さ
、
新
鮮
さ
に
惹
か
れ
て
、

阪
神
百
貨
店
の
地
下
1
階
の
食
品
売
り
場
に
大

阪
の
女
性
が
大
勢
訪
れ
る
。
こ
れ
は
電
鉄
会
社

に
と
っ
て
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
主
張
す
る

（
１
）
百
貨
店
の
地
下
の
食
品
売
り
場
と
い
う

新
商
品
の
開
発
、（
３
）
新
し
い
利
用
者
と
い

う
新
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
獲
得
を
意
味
し
て
い
る
。

６ 

登
下
校
ミ
マ
モ
ル
メ

阪
神
電
鉄
は
「
阪
神
あ
ん
し
ん
サ
ー
ビ
ス
登

下
校
ミ
マ
モ
ル
メ
」
を
２
０
１
１
年
か
ら
事
業

化
し
た
。
こ
れ
は
、
学
校
に
通
っ
て
い
る
児
童

に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
持
た
せ
れ
ば
、
登
下
校
時
に
校

門
を
通
過
す
る
と
瞬
時
に
メ
ー
ル
を
自
動
配
信

し
て
、
家
族
に
知
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

最
近
は
、
児
童
が
登
下
校
時
に
誘
拐
や
交
通
事

故
な
ど
の
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
増
え

て
き
て
い
る
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
れ

ば
家
族
の
安
心
度
は
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
総
務
省
が
07
年
に
実
施
し
た
「
地

域
児
童
見
守
り
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
事
業
」
を
阪

神
電
鉄
が
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
阪
神
電

鉄
が
運
輸
、
輸
送
の
事
業
以
外
に
、
地
域
に
密

着
し
た
「
安
心
、
安
全
、
快
適
、
便
利
な
街
を

つ
く
る
総
合
的
な
企
業
」
を
目
指
し
て
い
る
証

拠
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
子
ど
も
の

通
学
や
外
で
の
遊
び
に
親
が
安
心
で
き
る
街
に

住
み
た
い
と
思
う
人
々
が
増
加
す
れ
ば
、
阪
神

電
鉄
の
沿
線
は
一
層
活
性
化
す
る
と
言
え
る
。

こ
れ
は
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
主
張
す
る

（
１
）
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
用
い
た
新
商
品
の
開
発
、

（
３
）「
登
下
校
ミ
マ
モ
ル
メ
」
を
利
用
す
る

人
々
と
い
う
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
獲
得
、

2003 阪神タイガース 1,481.3億円 宮本研究室：近畿地域

2003 ダイエーホークス 417.1億円 福岡県調査統計課

2004  中日ドラゴンズ 203.0億円 共立総合研究所

2005 阪神タイガース  643.0億円 宮本研究室：近畿地域

2005 千葉ロッテマリーンズ 397.0億円 ちばぎん総合研究所

2006 中日ドラゴンズ 220.0 億円 三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング

2007 読売ジャイアンツ 418.0億円 日興コーディアル

2010 中日ドラゴンズ 215.0 億円 共立総合研究所

2011 中日ドラゴンズ 219.0億円 共立総合研究所

年 球団 経済効果 調査機関

優勝球団の経済効果
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（
４
）
Ｉ
Ｃ
タ
グ
と
い
う
新
し
い
資
源
の
活
用

を
意
味
し
て
い
る
。

７ 
阪
神
地
方
の
軽
井
沢
：
六
甲
山

六
甲
山
は
、
神
戸
市
の
市
街
地
の
北
に
位
置

す
る
標
高
９
３
１
ｍ
の
山
で
日
本
三
百
名
山
の

一
つ
に
選
ば
れ
た
名
山
で
あ
る
。
山
上
に
は
ホ

テ
ル
、
多
く
の
別
荘
、
高
山
植
物
園
、
牧
場
、

人
工
ス
キ
ー
場
、
さ
ら
に
小
学
校
な
ど
が
あ

り
、
さ
な
が
ら
「
阪
神
地
方
の
軽
井
沢
」
と
呼

べ
る
緑
豊
か
な
山
で
あ
る
。
阪
神
電
鉄
は
、
こ

の
緑
豊
か
な
財
産
で
あ
る
六
甲
山
を
見
事
に
活

用
し
て
い
る
。

２
０
１
２
年
に
は
「
阪
神
電
車
み
つ
ば
ち
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、

阪
神
電
鉄
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
会
社
の
遊
休
地
を

利
用
し
て
養
蜂
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、

六
甲
山
で
採
取
し
た
ハ
チ
ミ
ツ
を
「
六
甲
山
ミ

ツ
バ
チ 

や
ま
み
つ
」
と
し
て
販
売
を
開
始
し
て

好
評
を
博
し
た
ほ
か
、
ハ
チ
ミ
ツ
を
使
っ
た
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
も
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
六
甲
山
の
多
く
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
は
、
関
西
の
ハ
イ
キ
ン
グ
フ
ァ
ン
に

と
っ
て
人
気
の
コ
ー
ス
で
あ
り
、
土
日
祝
日
に

は
大
勢
の
ハ
イ
キ
ン
グ
客
で
山
は
賑
わ
い
、
ま

た
山
頂
か
ら
の
展
望
は
絶
景
で
あ
る
。
特
に
、

神
戸
の
夜
景
は
有
名
な
香
港
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
・
ピ
ー
ク
か
ら
の
夜
景
に
勝
る
と
も
劣
ら
な

い
ほ
ど
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
シ
ュ

ン
ペ
ー
タ
ー
の
主
張
す
る
（
１
）
観
光
資
源
を

利
用
す
る
新
商
品
の
開
発
、（
３
）
観
光
や
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人
々
と
い
う
新
し
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
獲
得
、（
４
）
六
甲
山
と
い
う
資
源

の
活
用
を
意
味
し
て
い
る
。

８ 

野
菜
栽
培

「
エ
ッ
、
阪
神
電
鉄
が
運
輸
事
業
で
は
な
く

農
業
に
乗
り
出
し
た
の
？
」
と
い
う
疑
問
を
持

つ
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
阪
神
電
鉄
は

野
菜
の
栽
培
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
阪
神

電
鉄
は
、
今
ま
で
他
社
が
や
っ
た
こ
と
が
な

い
、
高
架
下
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た

「
も
の
づ
く
り
」
を
行
お
う
と
考
え
た
。
そ
し

て
、
交
通
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
「
安
心
、
安

全
」
を
家
庭
に
ま
で
届
け
る
「
食
の
安
心
、
安

全
」
を
実
行
し
よ
う
と
、「
阪
神
野
菜
栽
培
所
」

を
大だ

い
も
つ物
駅
と
杭く

い
せ瀬
駅
間
の
高
架
下
に
建
設
し
、

安
全
な
野
菜
を
つ
く
り
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
主
張
す
る
（
１
）

野
菜
と
い
う
新
商
品
の
開
発
、（
３
）
安
全
な

野
菜
を
購
入
す
る
沿
線
住
民
と
い
う
新
し
い

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
獲
得
、（
４
）
高
架
下
と
い
う

資
源
の
活
用
を
意
味
し
て
い
る
。

９ 

ソ
ダ
ッ
テ
阪
神
沿
線　

新し
ん
ざ
い
け

在
家
編

２
０
１
２
年
、
阪
神
電
鉄
は
本
線
の
新
在
家

駅
の
高
架
下
空
き
区
画
を
活
用
し
て
、
飲
食
を

中
心
と
し
た
店
舗
の
開
業
を
支
援
す
る
沿
線
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ソ
ダ
ッ
テ
阪
神
沿
線　

新
在
家
編
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、

長
期
間
使
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
高
架
下
空
き

区
画
を
利
用
し
て
、
街
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と

す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
シ
ュ
ン

ペ
ー
タ
ー
の
主
張
す
る
（
１
）
高
架
下
で
の
店

舗
と
い
う
新
商
品
の
開
発
、（
３
）
そ
れ
ら
の

店
舗
を
利
用
す
る
人
々
と
い
う
新
し
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
獲
得
、（
４
）
高
架
下
空
き
区
画
と

い
う
資
源
の
活
用
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
阪
神
電
鉄
は
、
シ
ュ
ン
ペ
ー

タ
ー
の
「
経
済
発
展
の
理
論
」
を
見
事
に
適
用

し
て
、
関
西
有
数
の
電
鉄
会
社
に
発
展
を
遂
げ

て
き
た
。

10 

ま
と
め
─
─

鉄
道
の
沿
線
価
値
の
向
上
と
地
域
経
済

阪
神
電
鉄
の
事
業
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
述

べ
て
き
た
以
外
に
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
運
輸

事
業
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
六
甲
山
を
は
じ
め

姫
路
、
奈
良
な
ど
の
観
光
資
源
、
さ
ら
に
神

戸
、
大
阪
な
ど
の
大
都
市
と
い
う
集
客
資
源
の

活
用
、
そ
し
て
、
沿
線
各
地
で
の
分
譲
住
宅
や

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
な
ど
多
く
の
関
連
事
業
を

行
っ
て
き
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
阪
神
電
鉄
は
こ
れ
ま
で
優
れ
た

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
つ
く
り
出
し
て
き
て
、
大

勢
の
阪
神
電
鉄
フ
ァ
ン
、
乗
客
を
獲
得
し
て
き

て
い
る
。
昔
、
阪
急
電
鉄
が
神
戸
本
線
を
開
業

さ
せ
た
と
き
、
乗
客
獲
得
競
争
を
繰
り
広
げ
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
と
き
に
は
大
阪

－

神
戸
間

の
本
数
を
大
幅
に
増
や
し
て
、「
待
た
ず
に
乗

れ
る
阪
神
電
車
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で

阪
神
電
鉄
の
知
名
度
を
高
め
た
。
こ
れ
は
最
近

ま
で
使
わ
れ
て
き
た
阪
神
電
鉄
の
ビ
ッ
グ

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
あ
る
。

ま
た
、
阪
神
な
ん
ば
線
の
開
通
に
際
し
て
、

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
金
本
選
手
の
後
ろ
姿
の
看

板
を
つ
く
っ
て
「
阪
神
電
車
、
ミ
ナ
ミ
へ
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
つ
け
、
さ
ら
に
当
時

の
真
弓
監
督
を
使
っ
て
、「
始
動
、
新
線
力
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
、
阪
神
な
ん
ば
線
の

知
名
度
ア
ッ
プ
と
利
便
性
を
訴
え
成
功
し
た
。

最
近
で
は
前
述
の
よ
う
に
、
児
童
の
登
下
校

の
安
全
を
守
る
「
登
下
校
ミ
マ
モ
ル
メ
」
や
、

高
架
下
の
空
き
区
画
を
利
用
し
て
飲
食
を
中
心

と
し
た
店
舗
の
開
業
を
支
援
す
る
「
ソ
ダ
ッ
テ

阪
神
沿
線 

新
在
家
編
」
な
ど
、
人
々
を
引
き

つ
け
る
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
つ
い
て
は
、
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
多
く
の
人
々
を
引
き
つ
け
る

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、
阪
神
電
鉄
フ
ァ
ン
や
乗

客
の
拡
大
に
つ
な
が
り
、
阪
神
電
鉄
の
評
価
を

高
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
阪
神
電
鉄
は
沿
線
価
値
の
向

上
に
努
め
て
き
て
い
る
が
、
阪
神
電
鉄
の
み
な

ら
ず
、
す
べ
て
の
民
間
鉄
道
会
社
は
、
各
社
と

も
自
社
の
営
業
利
益
の
拡
大
だ
け
で
は
な
く
、

沿
線
地
域
の
人
々
の
利
便
性
、
生
活
、
安
全
、

快
適
さ
の
向
上
に
努
め
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
沿
線
の
価
値
が

上
昇
す
る
。
そ
の
結
果
、
民
間
鉄
道
会
社
に
対

す
る
人
々
の
信
頼
が
高
ま
る
。
人
々
の
信
頼
が

民
間
鉄
道
会
社
の
事
業
の
拡
大
に
つ
な
が
る
。

そ
れ
が
ま
た
、
各
社
の
沿
線
地
域
へ
の
貢
献
に

拍
車
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
民
間
鉄
道
会
社
の
沿
線
地
域
へ
の
貢
献
」

→
「
沿
線
地
域
の
人
々
の
利
便
性
、
安
全
性
、

快
適
性
の
向
上
」
→
「
沿
線
地
域
の
価
値
の
向

上
」、
こ
の
プ
ラ
ス
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
す
べ
て

の
民
間
鉄
道
会
社
の
経
営
理
念
で
あ
る
。
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